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造腫瘍性、転移能の検討を行い、さらに杯細胞マーカーとして MUC2、吸収上皮細胞マーカーとして villin と 
carbonic anhydrase 1（CA1）を用い免疫染色、三重蛍光染色法により分化形質の発現を調べた。EGFR、HER2 の 





性となり、一部の細胞では吸収上皮細胞分化マーカーである villin と CA1 も弱陽性であった。さらに三重蛍
光染色法により同一細胞内で MUC2 は細胞質内に、villin は細胞膜に発現しており、COLM－6 細胞は強く杯細
胞形質を発現するが、弱く吸収上皮細胞形質も同時発現することが確認された。また、MUC2 の転写調節因子で
ある Cdx2 が核内に強陽性であった。APC は細胞質内に、β－catenin は細胞質内と細胞膜に発現を認めたが、
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carbonic anhydrase 1（CA1）を用い免疫染色、三重蛍光染色法により分化形質の発現を調べた。EGFR と HER 2 





は吸収上皮細胞分化マーカーである villin と CA1も弱陽性であった。さらに三重蛍光染色法により同一細胞
内で MUC2 は細胞質内に、villin は細胞表面に発現しており、COLM－6 細胞は強く杯細胞形質を発現するが、
弱く吸収上皮細胞形質も同時発現することが確認された。また、MUC2 の転写調節因子である Cdx2 が核内に強
陽性であった。APC は細胞質内に、β－catenin は細胞質内と細胞膜に発現を認めたが、核内蓄積は認められ
なかった。EGFR と HER2 は細胞質内と細胞膜に発現していた。 
 以上、COLM－6 は杯細胞形質を主として発現するが、弱く吸収上皮細胞形質も同時発現する大腸癌細胞株と
してユニークな特徴を示すことが明らかにされた。これらの研究成果は、今後、大腸粘膜における杯細胞、吸
収上皮細胞の分化形質発現の制御機構の解析、および大腸粘液癌の浸潤、転移など生物学的な特性を解析する
上で、基本的かつ重要なデータを提供するものであり、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するもの
と判定された。 
 
